
インタンク引抜型 

〔実用新案登録〕 
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SMR
シンコー・西芝SMR引抜型インタンクポンプは、地下に建設されるLNG、LPG又はDME

受入タンク、貯蔵タンク又はPCタンク内に装備され、払出し又は移送用ポンプとして使

用されます。 

又、LNG船の非常用カーゴポンプとして使用される場合には、通常はデッキ上に保管さ

れ、万一カーゴポンプに事故が発生した場合に、カーゴタンクに設けられたコラム内に

吊り降ろして使用されます。 

ポンプとモータは一体で液化ガス中に浸
漬されているため、軸封装置がなく、液
及びガス漏れの恐れが全くありません。 
 
モータは液化ガス中で使用されるので、
大気と完全に遮断されており、防爆上絶対
安全です。 
 
ボールベアリングの潤滑冷却とモータの
冷却は、液化ガス（揚液）によって行わ
れます。 
 
インペラの流体力学的スラストは、理論
的にバランスしています。更に、シャフ
ト上部にはバランススリーブが設けてあ
り、スラスト軸受にかかる回転体重量を
軽減しています。 
 
第１段インペラの下側には吸込性能の極
めて優れたインデューサが装備されてお
り、荷役中は全負荷運転が可能で、残液
量を極めて少量にすることが出来ます。 
 
モータのステータコイルは、絶縁性、剛
性の高い型巻が使用されています。モー
タの絶縁材やワニスには、絶縁性、耐久
性、耐低温特性の高い材料が使用されて
います。 
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引抜型
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始 動 方 式  
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サブマージド形三相カゴ形誘導電動機 
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単段ポンプ 

構造及び材料 

部番 部品名称 
材　料 

名　称 JIS

2 

3 

15 
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42 
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104 

105 
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吸込カバー 

ボリュート 

インデューサ 

インペラ 

バランススリーブ 

ガスケット 

ブッシュ 

モータフレーム 

フレームカバー 

フレームカバー 

ステータコア 

ロータコア 

シャフト 

ボールベアリング 

カバー 

フート弁弁体 

フート弁ケース 

フート弁シール 

ディスクハンガー 

ガイドボルト 

スプリング 

ガイドローラ 

コラムカバー 

サポートロッド 

動力ケーブル 

サポートワイヤロープ 

ローラアーム 

 

ステンレス鋼 

Al合金鋳物 

AI合金 

Al合金鋳物 

鉛青銅 

TFE 

鉛青銅 

Al合金鋳物 

Al合金 

〃 

シリコン鋼 

〃 

9％Ni鋼 

ステンレス鋼 

〃 

Al合金鋳物 

ステンレス鋼 

TFE 

ステンレス鋼 

〃 

〃 

TFE 

ステンレス鋼 

〃 

銅 

ステンレス鋼 

〃 

 

SUS304 

AC4C-T6 

A2017BE 

AC4C-T6 

CAC604 

ー 

CAC604 

AC4C-T6 

A6061FH 

〃 

ー 

ー 

ー 

SUS440C 

SUS304 

AC4C-T6 

SUS304 

ー 

SUS304 

〃 

〃 

ー 

SUS304 

〃 

ー 

SUS304 

〃 
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ポンプ据付状態 

ポンプ撤去状態 

インペラは、三次元羽根を持った片吸込型で、安定
した性能カーブを持つよう設計されています。イン
ペラ入口側には、NPSHを最小にするためスパイラ
ル形状の羽根を持ったインデューサが装備されてお
り、タンク内の残液量を極めて少なくすることが出
来ます。 

●インペラ及びインデューサ 

ポンプ及びモータの回転体を支持するため単列深溝
型（63型）のボールベアリンブがモータの上下に装
備されています。ベアリングの内外輪及び玉はステ
ンレス鋼製で、保持器は自己潤滑性のあるテフロン
製です。 

●ボールベアリング 

強制自己潤滑方式が採用されており、吐出液の一部
がモータ内部に導かれ、ボールベアリングを潤滑し
モータを冷却します。 

●ベアリング潤滑及びモータ冷却 

シャフトは、ポンプとモータ共通の一本軸で、機械
加工や分解・組立時に曲がることのないよう適正な
径を有しています。 

●シャフト 

ポンプがコラムに据付けられると、フート弁はポン
プ重量によって開かれます（ポンプ据付状態）。吸
込性能を良くするため、フート弁付近には障害物を
なくして、スムースな通路になるよう設計されてい
ます。 
定期点検や不測の事故の場合には、コラムからポン
プを引抜いて作業を行います。この場合、フート弁
はスプリング荷重によって閉じられ（ポンプ撤去状
態）、シート面に装備されたテフロンパッキンによっ
てシールされます。 

●フート弁 

リターンパイプ 

モータフレーム 

ロータコア 

ステータコア 

フレームカバー 

吸込カバー 

フート弁 

インペラ 

インデューサ 

ボリュート 

902

905

906

903

32

904

901

４ 
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バランススリーブ 

スラスト 
ボールベアリング 

スラスト 

吐出圧力 

超低温の液体中で使用されるため、コイルの絶縁に
は特別の考慮が払われています。巻線は、型巻が使
用され、ステータは、特殊合成樹脂絶縁材により機
械的、電気的に強固な構造になっています。 

●ステータコイル 

振動を極力小さくしてベアリングを良好な状態に保
つため、ロータはインペラ、インデューサ及びその
他の回転部品と一緒に動釣合い試験を行なっていま
す。 

●ロータ 

インペラの流体力学的スラストは、理論的にバラン
スしていますが、更にシャフトの上部にはバランス
スリーブを装備し、その下端面に吐出圧力を作用さ
せて上向きスラストを発生させ、ボールベアリング
にかかる回転体重量を軽減しています。 

●バランススリーブ 

５ 
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性能試験 

試験ポンプの最大容量 
試験液体 
最低液温 
設計圧力 
LNG貯蔵タンク容積 
LN2貯蔵タンク容積 
LPG貯蔵タンク容積 
循環タンク容積 

：2500　/h 
：LNG, LPG, DME 
：－196℃ 
：0.98MPa 
：50 
：50 
：26 
：23.5

●試験装置の概要 
試験は、LPG/DMEポンプはLPG、LNGポンプはLNG
を使用して行います。 
同一仕様のポンプが2台以上ある場合は、1台のポンプ
についてフル性能試験を行い、残りのポンプは定格点
1点について性能試験を行います。 

●試験方法 

　 
　
 
　
 

　Ｎ ２ ガス 

　Ｎ ２ ガス 

　Ｎ ２ ガス 
　Ｎ ２ ガス 

貯蔵タンク 
    ＬＰＧ/DME

コンデンサ 

加熱器 

蒸気 　
Ｌ
Ｎ
 ２ 

循環タンク 貯蔵タンク 
　　ＬＮＧ 

貯蔵タンク 
　　ＬＮ ２ 

ベントスタック 

Ｐ 

Ｐ 

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 

流量計 

　
Ｂ
Ｏ
Ｇ
 

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
 ｏ
ｒ 
Ｌ
Ｐ
Ｇ
 

テストポンプ 

テストタンク 

６ 
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